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■ 藤田代表取締役より一言
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■  8月度 安全目標

①墜落・転落災害の防止
②熱中症災害対策の徹底
③感電災害防止の徹底

・8月の安全衛生行事
●墜落・転落災害撲滅キャンペーン(8月1日～9月10日)
●STOP熱中症クールワークキャンペーン(5月1日～9月30日)
●電気使用安全月間 (8月1日～8月31日)
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■ ヒヤリハット報告
・T社の現場にて有刺鉄線の切れている部分を補修しようと

した際、近くにあった一輪車を足場代わりに使用している従業

員がいました。

【改善・対策】

・当該現場には足場として可搬式作業台が用意されているので足場

 作業をする際は適切な道具を使用するよう指導・周知を行いました。

【コメント】

・用途外使用の足場による事故は頻繁に発生していますので、厳しく指導

 をお願いします。
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■ 安全環境部より



■ 海事・工事部より 【災害事例から学ぶ】
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・搬入重機を荷台上で点検する為、バックホウの
ドアを開けた時にドアが右脚に当たり転落した。
(両踵骨骨折：休業見込み60日)

・ドアを開けた際の立ち位置が、ドアの正面で
あった。

・狭いキャタの上で足元の確保が十分ではなかった。

【概要】※墜落・転落によるヒヤリ

【原因】

【対策】

・ドアを開ける際はドアの 上に入らない。

・トラック側面に可搬式 を設置し、昇降
並びに作業スペースを確保する。

動線

作業台



■ 工事部より 【災害事例から学ぶ】
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・足場組立作業中、上段に単管パイプを送り出す作業
を行っていた作業員が、バランスを崩して手すりを
を外した開口部から13ｍ下に転落し、重症を負った。

・作業ステージ上に単管が多く置かれており、足場が
悪かった。

・安全帯の使用、親綱の設置をしていなかった。

【概要】※墜落・転落によるヒヤリ

【原因】

【対策】

・ 部を設ける場合は、親綱を設置し安全帯を
使用した状態で手すりを撤去する。

・作業床に必要以上の資材を置かず、作業スペースを1ｍ 確保する。

開口

以上



■ 総務部より
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■ 新入社員紹介
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■ 周知・依頼事項
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それでは皆様ご安全に！！！
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現場で怪我をした際は、「直ちに正確な事実を」報告して下さ
い。

時間がたってからの報告は労災認定が得られず、様々な補償が
受けられなくなる可能性があります。

また、虚偽の報告は犯罪行為となり罰則が科されます。自分の
身を守るためにも、「直ちに正確な事実を」報告しましょう。
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